
　　　　

令和７ 年 1 月 15 日

平日 9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 明るく、楽しく、元気よく！

事業所名 慈円 作成日支援プログラム

・構造化された空間とプログラムを準備し、個々の特性に配慮します。
・絵合わせ、パズル、マッチングなどを用いて、認知機能の発達を目指します。
・情報を適切に処理できない、コミュニケーションが困難などの特性から行動障害が生じないよう、予防方法を検討します。必要に応じて個別支援会議を開催するなど、早期の問題解決に
努めます。

・傾聴、音声言語、絵カード、写真、身振り手振り、マカトン、手話など、当事業所が持つ様々なコミュニケーション方法を活かしたやり取りを通して個々の思いに共感し、意思決定に寄
り添えるよう努めます。
・言語化できないコミュニケーションについては、表情や仕草などから推測するなど、丁寧な観察と記録を行います。
・暴言、暴力などの不適切な行動も、何かを伝えるための方法であり、コミュニケーションであると考えます。適切な表現で思いが伝えられるよう、丁寧に観察し、場合によっては個別支
援会議を開催するなどして支援します。

・人間関係の基本は挨拶からとの理念のもと、まずは職員がお手本となり元気に挨拶をして、きっかけ作りに取り組みます。「あなたにお話ししているよ。あなたを大切にしているよ」と
伝わるよう、目を見て話しかけます。
・「感謝」「謝罪」「ルールの遵守」などのソーシャルスキルの獲得を目指し、声かけを行います。友達とのやり取りの中で起こる様々な課題に対して、相手も自分も傷つけないような行
動が選択できるよう支援します。

支援方針 それぞれの人がそれぞれの人らしく社会の中で適応して育っていけるように支援を行います。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等
・近隣寺社への初詣、お手製炒り豆による節分、お花見、クリスマス会など、各季節行事。
・流しそうめん大会（地域交流としても検討中）
・各種展示会への展示参加と観覧（街かどアート展、滋賀県施設・学校合同企画展 等）

家族支援

・送迎時での伝達や、LINEなどのツールを利用し、お子さまの活動の様子やご
家庭での様子を共有します。
・年２回、三者面談の機会を設け、支援の振り返りを行います。ほか、必要に応
じて管理者が個別に面談を行います。
・保護者向け研修会への案内を配布し、参加の促進をします。

移行支援
・同法人開催の地域交流イベントに参加し、事業所の周知と地域住民との
交流を図る。
・新たなライフステージへの移行に向けた情報提供を行う。

地域支援・地域連携
日頃より学校や行政、相談支援事業所、他の放デイ事業所など各関係機関との連
携を重ね、必要に応じて関係者会議を開催する等、支援の仕方について検討・共
有します。

職員の質の向上

全職員対象事業所内研修会（年２～３回）。
・虐待防止と身体拘束適正化に関する研修　・感染症予防研修　等。
外部研修会への参加促進。
・強度行動障害　・高次脳機能障害　・サビ児管養成　・防災　等。

支　援　内　容

・食育、排泄、整理整頓などの日常的な動作を通して、基本的な生活スキルの獲得を目指します。
・日々の活動を通して、たくさん褒められることで、「やってよかった」と言う達成感と成功体験を積み重ね、役割意識と自己肯定感を育みます。

・バランスボール、ボルダリング、トランポリンなどの室内遊具、プール活動などで、バランス感覚や体幹など身体機能の向上を図ります。
・陶芸を中心とした創作活動を企画（立体・平面問わず）。個々の特性に応じた手順を用いて作品を完成させることにより、「できた」との達成感と豊かな感性、指先の巧緻性、新たな技
法の獲得を目指します。陶芸においては、粘土の感触も楽しみます。
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